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Q15 DTトキソイドの２期接種前に交通事故で破傷風トキソイドの予防接種を受けました。

２期のDTトキソイド接種はどうしたらよいでしょうか。

DTトキソイドの２期接種は予防接種法で定める最後の追加接種であり，ジフテリアの予防として

も重要です。この場合，沈降破傷風トキソイド（0.5mL）接種後６日以上の間隔をあければDTトキソイド

の２期接種（0.1mL）を接種することは可能です。ただし，この場合は沈降破傷風トキソイドの過剰免疫に

よる局所の発赤，腫脹，疼痛等の副反応に注意する必要があります。

A

Q16 小学６年生でDTトキソイドの２期の予防接種を受けられず中学生になってしまいま

した。成人用ジフテリアトキソイドと破傷風トキソイドを接種すればよいでしょうか。

成人用沈降ジフテリアトキソイドと沈降破傷風トキソイドを接種しても，それぞれ免疫効果は得ら

れます。DTトキソイド２期の接種対象年齢は11歳以上13歳未満とされていますが，１期の初回接種と追

加接種が完了していれば，時期が遅れて実施しても問題ありません。その場合は任意接種の扱いとなります

が，DTトキソイドを接種すれば回数も１回で済みます。接種量は0.1mLとなります。

また，成人用沈降ジフテリアトキソイドの接種は，わが国においては近年の流行が無いことから接種は

ほとんど行われていません。

A

Q14 破傷風トキソイドの追加接種はどのような時に行われるのでしょうか。

破傷風は顕性感染でも免疫を獲得しないため，自然感染によって免疫を獲得することはなく，予防

接種を受けた人のみが免疫を獲得します。DPTワクチン，DTトキソイドによって得られた免疫は長期間

持続します。既に基礎免疫が済んでいる場合には，感染防御レベル以下になっても，１回の追加接種で血中

抗体価は容易に最小発病防止水準を超えることができます。その後は約10年毎の追加接種で，血中抗体価

は発病阻止水準を維持することができます。

A


